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実験タウン実験タウンDD実験タウン実験タウンDD
低炭素技術開発ショーケースコンセプト

～ つくば市における検討内容 ～

筑波大学大学院システム情報工学研究科 石田政義



《平成21年度》 全5回開催

平成平成2121年度実験タウンタスクフォース開催概要年度実験タウンタスクフォース開催概要
《平成 年度》 回開催

開催日 主な議事
H21.10.14 実験タウンB,Cの検討内容について （初回会合）
H21.11.11 実験タウン展開のための役割、競争的資金の活用について
H21 12 24 モニタリング街区形成について①H21.12.24 モニタリング街区形成について①
H22. 1. 29 モニタリング街区形成について②
H22. 3. 19 実験タウンタスクフォース H21年度成果の取りまとめについて

《メンバー》

所属機関 所　属 職　名 氏　名

1 筑波大学大学院 大学院システム情報工学研究科 教授 石田    政 義

2 (独)産業技術総合研究所 国際部門 次長 作田　　宏一

3 (独)物質・材料技術研究機構 材料ラボ ラボ長 原田　　幸明

4 関彰商事（株） エネルギー事業本部企画部 部長 山内　　一夫

科学技術振興機構 ベ 茨城
科学技術コーディ

宮本 宏5 科学技術振興機構 JSTイノベーションサテライト茨城
科学技術コ ディ
ネーター

宮本　  宏

6 茨城県 企画部つくば・ひたちなか整備局 つくば地域振興課長 鈴木　　哲也

7 UR都市機構・茨城地域支社 ニュータウン事業部 参事役 小林　  睦

8 つくば市 市長公室 公室長 本位田　　拓

オブザーバー

筑波大学大学院 システム情報工学研究科 教授 内山 洋司筑波大学大学院 システム情報工学研究科 教授 内山　　洋司

筑波大学 学長補佐 石田　　東生

筑波大学大学院 生命環境科学研究科 教授 渡邉　　信































つくば環境スタイル 実験タウン全体推進イメージ

つくば３Eフォーラムと連携して推進

実験タウンＤ

市民協働で推進
実験タウンＡ

市全域

・国土交通省：
「先導的都市環境形成促進事業

つくばエクスプレス沿線地区で

実験タウンＢ・Ｃ

中心地区

・経済産業省
「次世代エネルギー・社会システム実証事業」

「先導的都市環境形成促進事業」

・エコまちネットワーク整備 ・緑地環境整備総合支援 ・都市交通システム整備
先導的に推進

中心地区
・ 大規模な再生可能エネルギー導入

・ 電気自動車を中心とした次世代交通システムの導入

・ 個々の需要地点及び地域レベルでの
エネルギーマネジメントシステムの確立

・伊藤忠商事共同ＥＶプロジェクト
（H22.5月）

・カーシェアリング ・課金システム

・充電インフラ ・EV公用車

・総務省
「緑の分権改革」関連事業

・クリーンエネルギー資源の賦存量調査

島名・福田坪地区
・モニタリング街区

・研究シーズアンケート調査実施
（H21）

化検討

・クリ ンエネルギ 資源の賦存量調査

・クリーンエネルギー活用型ＤＣモデルグリッ
ドの実証と見える化

・市民参加システムとしてエコポイントの試行

・クリーンエネルギーを活用したオフセットの
共同実証研究

・低カーボン、自立循環型住宅

県：委員会

研究学園駅

・ルール化検討

ＵＲ：本社委員会，支社委員会でも検討

つくば駅

共同実証研究

万博記念公園駅
葛城地区



２．役割分担イメージ２．役割分担イメージ

実験タウン展開のための役割分担（イメージ）　　実験タウン展開のための役割分担（イメ ジ）

役割 主体 責任

　
居住（立地・営業）

　市民
　○エコな暮らしの実践、エコ設備の導入
　○実験（特にデータ取得や管理）への参加

立地企業（デベロッパー含む）
　○エコなワークスタイルの実践、エコ設備の導入

立地企業（デベロッパー含む）
　○実験（特にデータ取得や管理）への参加

実証実験 　○土地の提供（販売条件付け）
　○先端の公共施設及び基盤の整備

　区画整理事業者

モニタリング

　企業
　　※研究開発の民間事業者

　○応用研究の実証実験等の実施
　○データの取得、管理

　○革新技術の実証実験の実施
　○モニタリングの実施

　大学・研究機関

 

 

 

コーディネート 　○制度の整備、運用
　　税の軽減等(インセンティブ)、協定締結や認定付与など

　市

　○補助金等による実証実験費用支援（一部負担）　国・県・NEDO・JST等



３．費用負担イメージ３．費用負担イメージ

各主体の費用負担の基本イメージ 例）分担のパターン ※負担については、費用以外も含む。　各主体の費用負担の基本イメ ジ　　　　例）分担のパタ ン

　   ①立地企業や居住者が全額負担 　　　　　　　②各主体が応分の負担  ③研究主体が全額負担

 ％ ＜実験タウンA＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　＜実験タウンB、C＞ 　　　　　　　　　＜実験タウンB、C、D＞

100 市民 市民 市民

※負担については、費用以外も含む。
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　実験タウンを促進するための費用負担のイメージ　

初期 実験費 補助 支出抑制 ため 負担 グ 軽減 税 軽減等

区画整理
事業者等

区画整理
事業者等

区画整理
事業者等

　　　Ⅰ　初期（実験費用）の補助　　　　　　　　　　　Ⅱ　支出抑制のための負担 Ⅲ　ランニングコストの軽減（税の軽減等）
 ％ 　　　　　　　 　　1年目　　　2年目　　 　3年目　・・・ X年
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４．モニタリング推進イメージ４．モニタリング推進イメージ

（１）モニタリング街区

①低炭素なまちのモデルを進め、実証実験をまちの中で行うため①低炭素なまちのモデルを進め、実証実験をまちの中で行うため
には、まちづくりと一体となったモニタリングの推進が必要。

②つくばエクスプレス沿線地区のまちづくりに、実証実験を位置づ② ク 沿線 り 、実証実験を位置
けるため、実験タウンB、Cを中心に「モニタリング街区の」ルール
化を図る。

③モニタリングに協力する居住者と市が協定を締結する。

（２）「市民参加型モニタリング」

①多くの市民がCO2削減に取り組めるよう、実験タウンAを中心に
推進する。

②市民が楽しく参加しやすい仕組みが必要



★★ 次世代環境エネルギー技術開発拠点の構築次世代環境エネルギー技術開発拠点の構築



カーボンニュートラル対応エネルギーシステム

主要機器構成

(1) 分散型電源( ) 分散型電源
・太陽光発電パネル 20kW
・燃料電池 10kW級, 1kW級（複数台）
・風力発電機 10kW

(2) 直流連系ネットワーク
・系統接続整流装置 20kW・系統接続整流装置 20kW
・リチウムイオン電池 20kW, 10kWh
・回生型模擬負荷装置 40kW
・運用制御装置

(3) 純水素燃料ネットワーク
純水素製造装置 3・純水素製造装置 20Nm3/h, 5N

・低品質ガス水素精製プロセス 3Nm3/h
・水電解水素貯蔵システム

使使

用用

１．需要地（オンサイト）での需給調整
２．直流連系および純水素を活用した徹底簡素化

環境・安全・安心時代に
求められるエネルギー

システムの実証用用

目目

的的

３．エネルギーネットワーク構築によるベストミックス
４．無停電や副次的環境改善など付加価値向上
５．低コストおよび高信頼を実現する技術開発

システムの実証

的的
６．開発を通じた人材育成と産学官・国際連携



カーボンニュートラル対応エネルギーシステム設置工事状況

（H22.12.8）



～分散電源連系運用の合理化等に向けたエネルギー
供給側の技術開発～

～ 未来型エネルギーシステムの見える化，
エネルギー需要側への啓蒙活動～

バイオマス

筑波大学 つくば市

改質装置

都市ガス

温室水素貯蔵装置

水素ボンベ

太陽光発電

純水素型燃料電池

水電解装置
純水素精製装置

温室水素貯蔵装置

バイオ
マスガス

水素供給システム

熱供給

足湯（ ジ ネ体感）

排熱利用
電解装置

ヒ トポンプ 貯湯槽

排熱

純水素供給 足湯（コージェネ体感）

48V給電

燃料電池
ヒートポンプ・貯湯槽

太陽光・風力発電装置

交流系統 【運転状況表示器】【直流連系制御装置】スマートメータ交流系統

実電力負荷への直流給電

屋内外LED照明

48V給電
100V, 400V
直流連系 AC/DC

コンバータ

コンピュータ
（直流動作機器）

電動自転車

リチウム
イオン電池

直流連系
制御装置

電力負荷への給電

リチウム
イオン電池

模擬電力負荷装置



ご清聴、有難うございました。ご清聴、有難うございました。ご清聴、有難うございました。ご清聴、有難うございました。


